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　 MRI が非可逆性の 器質的変化をもっ て んかん原性病変

の検出に優れて い るとする報告は多いが、てんかん発作の

増悪 と軽減に平行 して可逆性の 変化を示した報告は極め て

少ない 。演者ちは、運動性焦点発作の てんかん重延状態時

の MRI に認め られたT2 延長所見が、発作の改善と共に

消退したepilepsia 　partialis　continua （EPC ）の一例

を経験した 。 その経過と可逆的病変化を述べ 、MRI の診

断の有用性を報告する。

　症例は、15 歳男児、1988年 12月から名状 しがた い 信号

症状に引き続 き、右手指 ・手首 ・肘の攣縮を主徴 とす る単

純部分発作が数日に
一

回み られた。1989年 2月に発作が増

え、10月まで精査治療を受けたが発作はさらに増悪し、二

次性全般化発作に引き続く該部のTodd麻痺がみ られ るよう

になっ た 。 こ の発作は、右手指を広げて手首を下方に圧迫

すると抑制された ．
11月には、発作はchsteri   に陥 り、

入眠させる以外には抑制困難となり、当院へ 入院した。

　入院後、右第一、第二手指に持続性の ミオクロ ニ ー一攣縮

を認め EPC と診断した。単発の発作時脳波像は、左中心

部に始まる律動性の 鋭波および鋭徐波であっ た。MRI は、

左 の傍中心回頭頂部皮質に T2 延長域を認め た。運動性焦

点発作は抗てんかん薬治療により、一
日数回に まで減少し

た。発作軽快 8 週間後に行っ たMRI には、前記の T2 延

長所見は全く消退して い た。なお、発作時SPECT は、

T2 延長域に重畳 した高濯流域 を示し、発作軽快後の発作

間欠時には同部の低潅流域 を示 した。

　本症例の MRI 所見 の 経時的変化から、運動性焦点発作

重延時の 限局性の T2 延長所見は発作による二次的変化で

あ り、限局性の脳浮腫と推定される。こ の T2 延長部位は、

発作時 SPECT で捕らえられた高潅流域とほぼ
一致 して

お り、発作に伴う血流変化や循環障害の影響を最も強 く受

けた部位と考えられる．また本症例の て んかん原性焦点は、

ロ
ーラ ン ド野中部の electroclinical 　focusか ら同野上方

の nellroimaging 　focusにわた り、かつ 対側の ロ ーラン ド野

をも含む広汎な領域にあると想定 された。

　 【目 的 】 点頭 て ん か ん児の MRI 所見に っ い て報告す

る 。

　【対象並び に 方法 】　 対 象 は 7 ヵ 月か ら 8 才 5 カ 月

まで （平均 2 才 7 カ月 ）の 点頭て ん か ん児 7 名、　 お

よび 点頭 て ん か ん の 既往 を有 し LENNOX症候群 に移行 し

た 2 名の 計 9 例で あ る 。 〔男 5 、女 4 ｝こ れ らの 症例

に 対し NMR （PHILIPS 社 GYROSCAN　 2。OT）を施行 し た 。

NMR 検査時

年 齢は 2 カ月か ら 8 才 5 カ月で あ っ た。

　【結果】 CTで 認め られ る extracerebral 　space 、　脳

室系の 拡大等の所見は MRIで も確認さ れ た 。 9 例中 7

例 （78Z） に髄鞘化 の 異業が 認め ら れ た 。 脳梁 に関 して

は 9 例中 4 例 （44X）に成熟度または形態の 異常が認 め

ら れ 、内 2 例 が 完全欠損 で あ っ た。視床に所 見が 認め

られ たも の は 2 例あ り（22Z）、　 い ずれも周生期脳無酸

素症が原因 と思 われた 。 ほ か に 1 例 に polymiCrogyr

ia が 認 められ た 。 脳幹 に異常所見 を呈 した症例はな

か っ た 。

【考按 】点頭 て んか んの MRI 所 見と して は、　こ れ ま

で髄鞘化の異常が指摘され て い るが 、われわれの症例

で も同所 見が 高率 に認め られた。また脳梁 の 異常が約

半数にあ り、本症 で は障害 の 部位が 広汎 に及ぶ事が窺

え た 。
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